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第１部 基本的な考え方

第１章 計画の趣旨

１ 子どもの読書活動の重要性

子ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）にとって、読書とはどのような意義が

あるのでしょうか。

・私たちは、何かを考え、伝えるとき、言葉を使います。様々な本に出会うことで、普段使

わない言葉、聞いたことがない言葉に出会います。読書を通じて多くの言葉を知ることは、

自分の思いをより確かに、正しく伝えることにつながります。

・本に込められた多くの人々の体験や考えに触れることができます。一人の人生では体験で

きない出来事や、会うことができない人の考えを知る機会を得ることができます。

・読書は、単に新しい知識を自分の中に取り込むだけでなく、内容に感動し、感情を揺さぶ

られることにより、豊かな感性や情緒を育むことができます。

読書を通じて得た言葉や考えは、創造力の源であり、自ら考え、行動する際の原動力にもな

ります。さらに、本から得た感動やおすすめの本を伝え合うことで、個人的な行為である読書は、

人とのふれあいを作り出すことにつながります。

また、新しい学習指導要領では、引き続き「生きる力」を育むことを理念として位置づけ、

その実現のために、言語能力の育成及び音読などの言語活動、それらに直接結びつく読書活

動の充実を重視しております。さらに、脳科学の知見からも、子どもの脳の発達段階に応じて、

読書により言葉の数を増やしたり、多くの読書体験により情緒力・想像力・論理的思考力・語彙

力等の発達を促すべきであると言われています。

このようなことから、子どもにとって読書とは、人生をより深く生きる力を身に付けていく

上で、無くてはならない大切な活動であると言えます。

２ 子どもの読書活動に対する国・県の推進状況

本県では、平成１６年２月に「栃木県子どもの読書活動推進計画」（一期計画）を策定して以

来、県内のすべての子どもが、あらゆる機会や場所において、自主的に読書活動を行うことがで

きるよう、家庭、地域、学校を通じた社会全体で取り組むための環境の整備を目指し、様々な関

係事業を行ってきました。また、県内市町においても、平成２０年３月現在で３１市町中１１市

町が「市町村子どもの読書活動推進計画」を策定し、それぞれの特色・強みを生かした取組を進

めています。

国においては、平成１３年１２月に、「子どもの読書活動の推進に関する法律」を公布・施行

し、平成１４年「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を閣議決定以降、平成１７年

には「文字・活字文化振興法」を成立、平成２０年３月には、新しい「子どもの読書活動の推進

に関する基本的な計画」を閣議決定しました。平成２０年６月には社会教育法等の一部を改正す

る法律を成立し、「文字・活字文化振興法」成立から５年後の２０１０年を「国民読書年」とす

る決議案を衆参両院で可決しました。

また、平成１８年に教育基本法が改正され、翌平成１９年６月には、「学校教育法」が改正さ

れました。この法律では、義務教育として行われる普通教育の目標の一つとして、第２１条第５

号に「読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと」

と掲げられています。

３ 計画の目標 ～とちぎの未来を拓く人づくりのために～

この計画は、新たに掲げた「とちぎの未来を拓く人づくりのために」をスローガンにして、

本県における読書活動の推進状況や国の動向を踏まえ、一期計画に引き続き、県内のすべての子

どもが、あらゆる機会や場所において、自主的に読書活動を行うことができるよう、家庭、地域、

学校を通じた社会全体で取り組むための環境の整備を目指し、総合的・体系的に施策の方向性や

取組を示したものです。

そして、子どもの読書活動に関する市町や関係機関の積極的な取組や、県民をはじめ関係団

体等の主体的な活動を促進していくことに努めるものです。
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４ 計画の期間

計画の期間は、平成２１年度から平成２５年度までの５か年間とします。

第２章 「栃木県子どもの読書活動推進計画」（一期計画）の成果と課題

県では「栃木県子どもの読書活動推進計画」に基づいて実施している施策・事業の推進状況を把

握するため、毎年、県内市町や学校に対して調査を行ってきました。今までの調査結果から、一期

計画の成果と課題を検証します。

１ 一期計画における成果

(1) ＊ブックスタート等活動の取組市町の割合

基 準

平成15年8月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

市町村数 36.7% 61.2% 81.8% 97.0% 96.8%

・基準年の数値と比べ、取組市町の割合は増加しています。

・市町村合併により、県内の市町数は４９から３１に減少しており、県内ほぼ全ての市町でブ

ックスタートが実施されています。

この調査結果から、子どもが、一度は本に出会える環境が県内ほぼ全域で整いつつあると言

えます。ブックスタートへの取組の継続を市町へ働きかけるとともに、子どもと本の出会いが

生きていく上で実りあるものとなるよう、保護者の理解を一層促進することが必要です。

(2) 市町の子どもの読書推進にかかわるボランティア数

基 準

平成15年6月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

ボランティア数 1,451 1,519 2,250 2,188 1,837

・基準年の数値から２，２５０人と約８００人増加した後、減少しました。

・しかしながら、最新の数値は基準年を上回っています。

地域で活動をしている読書ボランティアは、子どもの自主的な読書活動の推進に大きな役割

を果たしています。今後は、読書ボランティア団体等のネットワークを活用するなどして、ボ

ランティアの増員・確保のために、新たな人材養成と継続して活動するための支援が必要です。

(3) 公立図書館・公民館図書室の児童図書の年間貸出冊数（14歳以下の子ども１人当たり）

基 準

平成15年6月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

年間貸出冊数 10.2 11.7 11.8 12.0 12.5

・基準年から、数値は増加し続けています。

引き続き、公立図書館・公民館図書室との協力体制の充実、職員の資質向上のための研修機

会等の提供など、子どもがより楽しく読書活動ができる環境整備を行う必要があります。
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(4) １か月間の平均読書量（まんがや雑誌を除く）：平均読書冊数

基 準

平成15年6月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

小学５年生 4.66 4.31 4.32 4.85 4.87

中学２年生 2.05 1.89 2.12 2.26 2.38

高校２年生 1.25 1.44 1.67 1.28 1.42

(5) １か月間の平均読書量：「ほとんど読まない」と回答した児童・生徒の割合

基 準

平成15年6月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

小学５年生 7.6% 9.2% 10.8% 6.7% 7.9%

中学２年生 27.0% 26.5% 22.6% 17.3% 16.9%

高校２年生 52.8% 42.0% 38.8% 48.2% 39.0%

・調査対象としている小学５年生、中学２年生、高校２年生全ての学年で、基準の数値から１か

月間の平均読書冊数が増加しました。

・「ほとんど読まない」と回答した児童・生徒の割合は、小学５年生ではほぼ変化がありません

でしたが、中学２年生では１０．１％、高校２年生では１３．８％減少しました。

本県では全国平均（小学校：９４．４％ 中学校：８４．１％ 高等学校：３６．９％）を上

回る多くの学校で全校一斉の読書の時間を設け、「朝の読書」などに取り組んでいます。これら

の取組により読書習慣をつけた子どもが、学校以外の場でも自発的に読書に取り組める環境を整

備するため、家庭や地域での一層の取組が必要です。

(6) ＊学校図書館図書標準を達成している学校数の割合

基 準

平成15年6月 平成17年3月 平成18年3月 平成19年3月 平成20年3月

小学校 50.2% 52.3% 55.2% 57.9% 58.6%

中学校 49.7% 50.3% 49.1% 52.1% 52.7%

・小・中学校ともに割合は増加しています。

・しかしながら、小学校と中学校で増加の度合いに差があります。

学校図書館は子どもにとって、最も身近な読書活動の場です。読書習慣を身につけた子どもに

対しては、その読書活動を支えるために、また、読書に興味を持たない子どもに対しては、本の

魅力を伝え興味関心を喚起するために、学校図書館の整備やそれに携わる学校図書館司書（学校

図書館担当事務職員）や司書教諭の適切な配置と資質の向上が必要です。
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(7) 子どもが本を読む（選ぶ）きっかけの割合

（「子どもの読書活動に関する実態調査」栃木県教育委員会 平成２０年）

(8) 本をほとんど読まないと回答した子どもの理由の割合

（「子どもの読書活動に関する実態調査」栃木県教育委員会 平成２０年）

・本を読む（選ぶ）きっかけとして「書名がおもしろそうだったから」「書店で見て」「映画やテ

レビ番組の原作本だから」とする子どもが多く、一方、本を読まない理由として「まんがや

雑誌の方がおもしろい」「テレビ・ビデオ・ＤＶＤを見るのに時間を使う」「特に読みたい本

がない」を挙げる子どもが多いことが分かります。

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

１ 先 生 に す す めら れ たか ら

２ 家の 人に すす め られ たか ら

３ 友だ ちに すす め られ たか ら

４ ベ スト セラ ーだ か ら

５ 本を もら った か ら

６ 著者 が好 きだ か ら

７ 昔か ら有 名だ っ たか ら

８ 書名 がお もし ろ そう だっ た から

９ 新聞 や雑 誌の 記 事や 広告 を 見て

10教 科 書 に のっ て たか ら

11本 を 紹 介 す る テ レビ 番組 を 見て

12書 店 で 見 て

13映 画 や テ レ ビ番 組 の原 作本 だ から

14イ ン タ ー ネ ット 書 店な どネ ッ ト情 報を 見て

15習 慣 に な っ て い るか ら

16授 業 ・ 学 習 課題 の 解決 のた め

17部 活 動 や 趣 味に 役 立て るた め

18優 良 図 書 だ から

小学生(n=713)

中学生(n=675)

高校生(n=616)

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

１ まんがや雑誌の方がおもしろい

２ラジオ・ＣＤなどを聴くのに時間を使う

３テレビ・ビデオ・ＤＶＤなどを見るのに時間を使う

４ゲーム（コンピューターゲーム・テレビゲーム等）に使う

５携帯電話に時間を使う

６パソコンでインターネットなどに時間を使う

７勉強で忙しい

８塾や習い事で忙しい

９部活動で忙しい

10どんな本を読んでいいのかわからない

11本 を読むのが嫌い

12特に読みたい本がない

13楽しくない（面白くない）から

14めんどうだから

15本を読むと疲れるから

16友 だちと外で遊ぶのに時間を使う

小学生(n=713)

中学生(n=675)

高校生(n=616)
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現在は、マンガ・アニメ・小説を原作とする作品を他のメディアでも展開する、いわゆるメデ

ィアミックスが進められる傾向があり、本以外のメディアに興味を持っている子どもを、本の世

界へ導く手がかりは多いと考えられます。また、「何を読んでいいのかわからない」「特に読み

たい本がない」という子どもに対しては、子ども一人一人の興味・関心を考慮した本との出会い

を作り出せる力を持った人々が必要です。

２ 一期計画における課題

上記の調査結果から、子どもは、依然として学齢が進むにつれ読書量が減少し、読書以外に

使っている時間が多くなっていることが分かります。このような中、子どもの目を読書に向けて

いくには、全校一斉の読書活動など学校における取組のほか、家庭や地域においても、他の情報

メディアでは得ることのできない読書の魅力を子どもに伝えていくこととともに、メディアから

得た興味・関心を読書へつなげるような働きかけが必要と考えられます。

そのためには、子どもが自主的に読書活動を行うことができるよう、引き続き読書環境づく

りに努めるとともに、家庭、地域、学校が連携して取り組むための推進体制づくりとそれに携わ

る人材の養成が課題となっています。

〈用語解説〉

＊ ブックスタート

司書、市町の保健師、地域のボランティア等が連携・協力して、乳幼児への読み聞

かせの方法などを説明しながら、保護者に絵本等を手渡す活動です。

＊ 学校図書館図書標準

公立の義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整備を図る際の目標として、

学級数等に応じて設定された蔵書冊数の標準のことです。

第３章 子どもの読書活動推進の基本方針

１ 基本方針

一期計画の基本方針をもとに次の三点とし、新たな取組を盛り込むことで、目標の実現を目指

します。また、三つの指標を設け、それぞれに努力目標を設定することで、計画の進行管理を行

います。

(1) 家庭、地域、学校等における子どもの読書活動の推進

子どもの読書活動について、読書のきっかけづくりから読書習慣の形成・確立、そして自主

的な読書活動に至るまで、子どもの発達段階に応じ、家庭、地域、学校等がそれぞれ担うべ

き役割を果たして、子どもが読書に親しむ機会が提供されるよう努めます。また、市町の子

どもの読書推進にかかわるボランティア数と１か月の平均読書量について、次の努力目標を

設けます。

指標１：市町の子どもの読書推進にかかわるボランティア数

平成２０年３月 平成２６年３月

１，８３７人 ３，５００人以上

指標２：１か月の平均読書量（まんがや雑誌を除く）

平成２０年３月 平成２６年３月

小学５年生 ４．８７冊 ６冊以上

中学２年生 ２．３８冊 ３冊以上

高校２年生 １．４２冊 ２冊以上
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(2) 子どもの読書活動を推進するための連携・協力体制の整備

家庭、地域、学校それぞれが相互に連携・協力した取組など、子どもの読書活動を推進する

方策を円滑かつ効果的に進めるため、子どもの読書活動に携わる学校、図書館などの関係機

関、民間団体等の関係者からなる総合的な推進体制を整備します。そして、＊県立図書館は、

市町立図書館、民間団体等との連携を図りながら、子どもの読書活動に関する中心的な役割

を果たします。

さらに、これまで以上に、市町へ子どもの読書活動を推進体制の整備、計画の策定を強

く働きかけることで、全市町での策定を目指します。

指標３：「市町村子どもの読書活動推進計画」策定市町の割合

平成２０年３月 平成２６年３月

３５．５％ １００％

(3) 子どもの読書活動の推進に関する理解と関心の普及

子どもは読書する大人の姿に触発されたりして読書意欲を高めることなどから、子どもと直

接関わる大人はもとより広く県民の間に、子どもの自主的な読書活動を推進する気運の醸成

を図るため、子どもの読書活動の意義や重要性についての理解と関心を深めるよう努めます。

２ 二期計画での新たな取組

二期計画では、家庭・地域・学校等における新たな取組や一期計画で盛り込むことができなか

った取組を加えました。

家庭・地域・学校等のさらなる連携、家庭教育支援における取組の活用、これらの「とちぎら

しい」取組を通じて、子どもの読書活動をより一層推進します。その他の関連施策・事業につい

ては、各章に詳細を掲載してあります。

(1) 家庭における子どもの読書活動の推進

○＊親学習プログラム普及・定着事業

子どもの読書活動にかかわるプログラムを新しく追加し、様々な学習機会での活用を図りま

す。

(2) 地域における子どもの読書活動の推進

○読書ボランティア等活動交流会

各地域で活動する読書ボランティア（個人・団体）が情報交換や活動する上での課題等につ

いて協議を行い、それらの情報や課題を図書館や学校等の教職員と共有し、協議する機会を

設けることで、読書ボランティアのネットワーク構築・拡大と活動のより一層の充実を目指

します。

(3) 学校等における子どもの読書活動の推進

○県立学校図書館研究協議会

学校図書館の運営の在り方について理解を深め、学校図書館が教育課程の展開に寄与できる

よう、機能の充実を図るとともに、司書教諭及び学校図書館司書を中心とした協力体制の推

進のため、学校図書館担当者による研究協議を行います。

〈用語解説〉

＊ 県立図書館

県立図書館（宇都宮市）と県立足利図書館（足利市）の２館の総称です。（以下、同様）

＊ 親学習プログラム

子育てに必要な知識やスキルについて、保護者同士が身近なエピソードやワークショ

ップを通して話し合い、交流しながら主体的に学ぶ、参加型の学習プログラムのことです。
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第２部 栃木県における子どもの読書活動推進のための方策

第１章 家庭における子どもの読書活動の推進

〔現状と課題〕

子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり、読書が生活の中に位置付けられ

継続して行われるよう保護者が配慮していくことが必要です。

家庭においては、乳幼児期における親子の触れ合いの中で本への親しみを持つように、読み聞か

せをしたり、子どもと一緒に本を読むなど、工夫して、子どもが読書と出会うきっかけを作るとと

もに、「読書の時間」を設けるなどして子どもに読書の習慣付けを図ったり、読書を通じて子ども

が感じたことや考えたことなどを話し合うことにより、読書に対する興味や関心を引き出すように

子どもに働きかけることが望まれます。

近年では、＊「家読（うちどく）」と呼ばれる取組が広がりつつあり、家庭で読書に取り組むこ

との大切さが改めて認識されています。

これまで、多くの親や子どもが集まる家庭教育支援や子育て支援の場、乳幼児健診等様々な機会

を通して啓発資料等により親の理解の促進を図ってきましたが、今後は子どもの読書活動について

の理解をより深めてもらうための働きかけが必要です。

〔施策の方向〕

① 啓発資料等による読書活動に対する親の理解の促進

○ 家庭教育についてのリーフレット等に読書の重要性等について掲載し、読書活動のきっかけ

づくりに努めます。

○ 「すこやか親子手帳」(母子手帳副読本)、「笑顔いっぱい」（子育て情報誌）に絵本の読み

聞かせの意義や重要性等について掲載し、親の理解の促進に努めます。

○ 幼児教育センター（総合教育センター内）で発行している幼児教育情報誌「おうち」の紙面

に、幼児期の読み聞かせの大切さを親に訴える文章や、子どもと読みたい絵本の紹介文などを

掲載し、親の理解の促進に努めます。

② 学習機会の提供による読書活動に対する親の理解の促進

○ 「親学習プログラム」に子どもの読書活動にかかわるプログラムを新しく追加し、様々な学

習機会での活用を図ります。

○ 妊娠届・出生届の提出時や、妊娠期・乳幼児期・思春期等子どもの発達段階に応じた家庭教

育講座、母親(両親)学級・育児教室など地域における子育て支援のための場や交流活動の機会

の提供、乳幼児健診等の機会を通じ、読み聞かせの意義や読書の重要性について理解の促進を

図るよう市町に促すとともに、取組の拡充について働きかけます。

○ ＊家庭教育オピニオンリーダー研修において、子どもの読書活動の重要性等について学ぶ機

会を設けることにより、家庭教育オピニオンリーダーの行う家庭教育支援活動を通じて、親の

理解の促進を図ります。

○ ＰＴＡ指導者研修等において、子どもの読書活動の重要性等について学ぶ機会を設けること

により、ＰＴＡ活動を通じて、親の理解の促進を図ります。

③ ブックスタート等活動の促進

○ 育児教室、乳幼児健診等の機会を活用し、絵本の紹介・配布や子どもへの読み聞かせを行う

ことにより、絵本との出会いや子どもとの接し方について親が学ぶ機会をつくるよう、市町に

働きかけます。

○ 読み聞かせボランティアや＊母子保健推進員等の地域組織に対し、絵本の紹介・配布、読み

聞かせ等についての協力が得られるよう働きかけます。
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〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

「親学習プログラム」 「親学習プログラム」を活用することで、多くの親 生涯学習課

普及・定着事業 が集まる機会を利用した親としての学びを支援する。

リーフレット「思春 小学校６年生の保護者を対象に、家庭教育の重要性 生涯学習課

期の子を持つ保護者 や思春期の子どもとの接し方等についてのリーフレ

へ」の作成、配布 ット「思春期の子を持つ保護者へ」を作成、配布す

る。

「すこやか親子手帳」 すこやか親子手帳・子育て情報誌に絵本の読み聞か こども政策課

・子育て情報誌「笑 せの意義・重要性、絵本の選び方等の情報を掲載す

顔いっぱい」の作成 る。

幼児教育情報誌「お 幼児教育に関する情報を提供する情報誌「おうち」 幼児教育センタ

うち」の作成・配布 を作成し、幼稚園・保育所・公民館などを通して、 ー（総合教育セ

３歳以上の未就学児を持つ家庭に配布する。 ンター内）

家庭教育オピニオン 家庭や地域の教育力の向上のため、地域社会の中で 生涯学習課

リーダー研修 家庭教育について自主的・主体的に子育て支援や相 総合教育センタ

談活動を行い、地域の人々とともに考え、支援でき ー

るボランティアを養成する。

ＰＴＡ指導者研修 ＰＴＡ活動をより一層促進するため、単位ＰＴＡの 生涯学習課

指導的役割を果たしている保護者及び学校教職員を 各教育事務所

対象に、ＰＴＡの今日的役割等の研修を行い、指導

者としての資質の向上を図る。

ブックスタート等活 市町に対し、ブックスタート等活動に関する情報を こども政策課

動に関する情報提供 提供し、活動が推進されるよう啓発を図る。

〈用語解説〉

＊ 家読（うちどく）

家族みんなで同じ本を読み、読んだ本について話すことで、家族のコミュニケーション

を図り、家族の絆を深める取組です。

＊ 家庭教育オピニオンリーダー

家庭や地域の教育力を高めるため、地域社会の中で家庭教育について自主的・主体的に

学習や相談活動を行い、地域の人々とともに考え、支援・援助できる指導的立場の人です。

＊ 母子保健推進員

地域母子保健の向上のため、市町長に委嘱され、育児サークル活動や健康診査への支援、

家庭訪問等の活動を行うボランティアのことです。



- 9 -

第２章 地域における子どもの読書活動の推進

１ 図書館、児童館、公民館等における読書活動の推進

〔現状と課題〕

栃木県には、平成２０年４月１日現在、県立図書館が２館、市町立図書館が４４館、町立公民館

図書室が８館設置されています。平成２０年３月３１日現在の総蔵書数は７２８万冊で、そのうち

児童図書は２１０万冊（２８．９％）に上ります。これら県内公立図書館等の平成１９年度の総貸

出冊数は８９６万冊で、そのうち児童図書は全体の４１．４％となる約３７２万冊となっています。

読み聞かせやお話し会などの行事は年間２,１６２回開催され、延べ参加者数は３８,１３４人とな
っており、いずれも増加しています。（栃木県公共図書館協会調査）

図書館は、生涯にわたる読書習慣の基礎を形成するため、児童、青少年、保護者に対するより一

層の良質なサービスが求められています。

図書館が設置されていない市町では、公民館の中の図書室がその役割を担っています。公民館に

おいては、ボランティア等の協力も得ながら、子どもの読書に係る行事や講座等を実施している館

もありますが、他の施設と比べると少ないのが現状です。

一方、＊児童館等では、読み聞かせやお話し会などの実施が増加しており、図書館以外の施設に

も子どもの読書活動への理解が広がりつつあります。

地域のあらゆる場所で読書に親しめるよう、児童館や公民館等は一層の取組が期待されるととも

に、図書館はこれらの関係施設との連携を図ることが必要です。

〔施策の方向〕

① 図書館における読書に親しむ活動の充実

○ 子どもの成長・発達段階に応じた資料や、児童図書に関する専門（研究）資料などを収集し、

提供します。また、中高生や勤労青少年に対しては「青少年コーナー」を充実し、読書活動の

支援に努めます。

○ 絵本の読み聞かせや紙芝居、季節ごとの展示による本の紹介などの取組を充実します。

○ 図書館の利用の仕方や資料の探し方など、インターネット等を使った親子向けの講座を開催

します。

○ 直接来館できない障害のある子どもには、郵送貸出しにより資料の提供を行うとともに、点

字図書館や関係施設との連携協力に努めます。

○ 専門資料や「＊児童書総合目録」などインターネット上で公開されている情報源を有効に利

用することにより、子どもの読書に関する様々な情報を収集し、迅速な＊レファレンスサービ

ス等に努めます。

○ 子どもが、身近な市町立図書館等で県立図書館の本を借りることができる協力体制をさらに

充実するなど、市町立図書館等の支援に努めます。

② 児童館等における読書に親しむ活動の充実

○ 読書ボランティアとの連携などによる、児童館・＊子育てサロンにおける読み聞かせやお話

し会などの充実を市町に働きかけます。

○ ＊放課後児童クラブ指導員研修において、子どもの発達段階に応じた読書活動の重要性等を

学ぶ機会を設けるなど研修内容の充実を図り、放課後児童クラブにおける読書活動の充実につ

なげていきます。

○ ＊母親クラブや児童館等を活動拠点とする＊子育てサークル等において、乳幼児を対象とした

絵本の読み聞かせやお話し会の重要性について、理解の促進を図ります。

③ 公民館における読書に親しむ活動の充実

○ 読み聞かせや読書の重要性についての理解の促進を図るため、公民館における子どもの読書

に係る行事や講座等の充実を図るよう、公民館長等会議等において市町に働きかけます。
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〔関連施策・事業等〕

施策・事業名 概 要 担当部署

児童図書等資料の整 児童図書・研究書・外国語の図書・絵本・大型本な 県立図書館

備・充実 ど、子どもの読書活動に関する様々な資料の整備・

充実を図る。

青少年向けの資料の 青少年向けの資料を積極的に収集し、働くことや心 県立図書館

収集及び「青少年コ を豊かに生きることなど、大人への準備のための資

ーナー」の充実 料を整備する。

「子どもの本のつど 現在図書館児童図書室で開催しているお話し会を、 県立図書館

い」の拡充 県民プラザ（県庁舎１５階）キッズコーナーにて開

催する。

「学びの杜の夏休み」 夏休みの初めに、子どもが本と触れ合う機会を設け、 総合教育センタ

における「本と友だ 読み聞かせや良書の紹介等を行う。 ー

ちになろう」のコー

ナーの開設

図書館活用講座 図書館の基本的な利用の仕方や資料検索、調べ学習 県立図書館

など、インターネット等を使った便利な図書館利用

に関する講座を開催する。

放課後児童指導員研 放課後児童クラブの指導員に対してクラブ運営に関 こども政策課

修 する知識や遊びの指導等の研修を実施することによ （栃木県児童館

り職員の資質の向上を図る。 連絡協議会）

〈用語解説〉

＊ 児童館

健全な遊びを通して、子どもの豊かな情操を養ったり、健康の保持・増進を図る施設です。

午前中は、乳幼児をもつお母さん方のふれあいの場として、午後は小・中学生の子どもの遊

び場として、利用されています。

＊ 児童書総合目録

「国際子ども図書館」や、国内で児童書を所蔵する主要類縁機関である大阪国際児童文学

館、神奈川県立神奈川近代文学館、三康文化研究所付属三康図書館、東京都立多摩図書館、

日本近代文学館の５機関の所蔵情報を一元的にインターネットで検索できる総合目録システ

ムです。

＊ レファレンスサービス

利用者の調査研究に対する援助と参考質問に対する回答を行うサービスです。

＊ 子育てサロン

子育て中の親子を対象に、育児相談や情報交換、親子や異年齢の子ども同士の交流活動、

体験活動などを行っています。

＊ 放課後児童クラブ

児童館や学校の余裕教室などに設置され、昼間、保護者のいない小学校低学年の子どもを

対象に、遊びの指導などを行いながら、児童の健全育成を図っています。
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〈用語解説〉

＊ 母親クラブ

子どもの健全育成を願って、地域ぐるみでボランティア活動を行う組織です。親子及び世

代間の交流・文化活動、児童の事故防止活動、児童養育に関する研修活動などの様々な活動

に取り組んでいます。

＊ 子育てサークル

子育て中の親子や、子育ての経験者などにより自主的に組織された団体です。参加者相互

の情報交換や親子のレクリエーションなどを行いながら、子育てについての不安や悩みの解

消を行っています。

２ 読書ボランティア等民間団体等の活動に対する支援

〔現状と課題〕

読書ボランティア等の民間団体等は、子どもの読書活動の推進に関する理解や関心を広めるとと

もに、市町立図書館、公民館、コミュニティーセンター、幼稚園、保育所、学校などを会場に、子

どもが読書に親しむ様々な機会を提供するなど、子どもの自主的な読書活動の推進に大きく貢献し

ています。

平成１８年度中に、市町立図書館、公民館、児童館等で、読み聞かせやお話し会、絵本展示等に

携わったボランティアは、１４７団体、１，８３７名に及んでいます。（栃木県教育委員会調査）

地域において子どもが読書に親しむ機会の拡大を図るためには、民間団体等の活動をより一層充

実させていくことが求められています。

〔施策の方向〕

① 活動の充実を図るための支援

○ 子どもの読書活動を推進する活動で公共性が高いと認められるものについては、活動の場の

確保のため県立図書館等県立施設の利用に便宜を図るとともに、市町に対し、域内の図書館、

児童館、公民館等の利用に便宜を図るよう働きかけます。

○ 「＊子どもゆめ基金助成金」の周知に努め、民間団体が行う読書会や読み聞かせ会活動の実

施などへの活用を奨励します。

○ 県立図書館は、学校図書館・市町立図書館等と連携し、子どもの読書活動の実態や各団体の

取り組み情報、子どもに薦めたい本等の情報を収集し、専用ホームページ等で提供します。

② 情報交流の促進

○ 「読書ボランティア等活動交流会」を開催し、各読書ボランティア（団体）がその活動状況

についての情報交換や課題を協議することで、活動の活性化を図ります。

③ 学習機会の提供

○ 総合教育センターは、ボランティア全般に関する研修等を通じて、地域におけるボランティ

ア活動の充実に努めます。

④ ボランティア等の養成

○ 県立図書館は、読書ボランティア活動経験者を対象に、各地で子どもの読書活動に関する相

談に応じるなど、指導者・助言者として活躍できる人（子どもの読書ボランティア指導者）を

養成します。

○ 「子どもの読書ボランティア指導者養成講座」を修了した子どもの読書ボランティア指導者

を各地域で活動する読書ボランティア（グループ・団体）が必要とする場合は、依頼に応じて

派遣するなど相互の支援に努めます。
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○ 「学校支援地域本部事業」を通じて学校図書館の運営等に係るボランティア（読書ボランテ

ィア・図書室活動ボランティア）を支援します。

⑤ ボランティアセンターへの登録促進

○ 「栃木県生涯学習ボランティアセンター」をはじめとする、県及び市町のボランティアセン

ターへの登録や、図書館・学校等の各施設の読書ボランティア（団体）としての登録を促進す

ることにより、ボランティア活動の場の確保に努めます。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

ホームページ等によ 子どもの読書活動の実態や各団体の取り組み情報、子 県立図書館

る情報提供 どもに薦めたい本等の情報を収集し、ホームページ等 生涯学習課

により提供する。

読書ボランティア等 各地域で活動する読書ボランティア（個人・団体）が 生涯学習課

活動交流会 情報交換や活動する上での課題等について、図書館や 県立図書館

学校等の教職員と共有し、協議する機会を設けること

で、読書ボランティアのネットワーク構築・拡大と活

動のより一層の充実を目指す。

子どもの読書ボラン 読書ボランティア活動経験者を対象に、各地で子ども 県立図書館

ティア指導者の養成 の読書活動に関する相談に応じるなど、指導者・助言

者として活躍できる人（子どもの読書ボランティア指

導者）を養成する。

子どもの読書ボラン 「子どもの読書ボランティア指導者養成講座」を修了 県立図書館

ティア指導者の派遣 した読書ボランティア指導者を各地域で活動する読書

ボランティア（グループ・団体）が必要とする場合は、

依頼に応じて派遣するなど相互支援に努める。

ボランティアセンタ 県及び市町のボランティアセンターへの登録や、図書 総合教育セン

ーへの登録促進 館・学校等の各施設の読書ボランティア（団体）とし ター

ての登録を促進する。 各教育事務所

学校支援地域本部事 地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進する 生涯学習課

業 ことにより、教員や地域の大人が子どもと向き合う時

間の増加、住民等の学習成果の活用機会の拡充及び地

域の教育力の活性化を図る。

〈用語解説〉

＊ 子どもゆめ基金助成金

民間団体が行う子どもの読書活動の振興を図る活動などへの国の助成金で、基金は独立行

政法人国立青少年教育振興機構に設置されています。
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３ 公立図書館の整備・充実

〔現状と課題〕

子どもの読書活動を推進するためには、いつでも身近なところに本があり、楽しく読書活動がで

きる環境を整備することが大切です。特に誰でも自由に利用できる図書館には、充実した資料と設

備、そして専門的な知識と技術を習得した職員が求められています。

栃木県では、平成２０年４月１日現在図書館を設置している自治体は、１３市１１町の２４自治

体で、設置率は市立図書館で９２．８％、町立図書館で６４．７％です。全国平均（平成２０年３

月末現在）では市区立図書館で９８．０％、町村立図書館で５１．９％であることから町立図書館

としては比較的良好な環境にありますが、子どもの読書環境に地域差が生じないように努める必要

があります。（日本図書館協会調査）

また、県立図書館では、児童生徒の「総合的な学習の時間」の学習活動や調べ学習を支援したり、

子どもの読書活動に関する調査・研究活動を支援したりするため、青少年が利用しやすい資料の整

備や、子どもの発達段階に応じた資料等環境の整備・充実を図ることに努めていますが、これらの

デリケートな世代にはよりきめ細かな支援が必要です。

平成２０年１０月３０日現在、県内でホームページを開設している市町立図書館は１００％で、

利用者開放端末でインターネットが利用できる所も１００％ですが、図書館の利用をさらに拡大す

るためには、児童青少年用資料の紹介や検索、催し物等の案内に工夫や、様々な子どもの読書活動

に関する情報を地域住民に提供する情報ネットワークの整備が求められています。

そして、これらの条件整備と併せその有効な活用を図るために、子どもの読書活動を推進する司

書の資質向上や、障害のある子どもが自主的に読書活動を行える環境を整備することも課題となっ

ています。

〔施策の方向〕

① 地域における子どもの読書環境の整備

○ 県立図書館は図書館未設置市町に対し、子どもの読書環境を整備する上で、住民により身近

な市町立図書館の果たす役割の重要性について認識を深めてもらうとともに、図書館設置の気

運の醸成を促します。

○ 県立図書館は図書館未設置市町に対し、図書館が設置されるまでの間、公民館図書室への「＊

一括貸出」による補完的サービスをもって、全域サービスを図ります。

○ 市町立図書館の図書資料の整備については、地方交付税により措置されているため、各市町

において、計画的な整備が図られるよう促します。

② 県立図書館の資料整備と情報化の推進

○ 子どもが本に親しみ読書の楽しさを味わえるよう、未就学児向けの絵本や小学生向けの児童

図書など発達段階に応じた資料を計画的に整備するとともに、子どものより身近な読書活動の

場である市町立図書館の支援を図ります。

○ 児童サービスを行う公立図書館の司書・学校関係者・地域のボランティア等の調査・研究を

支援するため、新刊児童書全点購入を目指し資料の整備・充実に努めます。

○ 「青少年コーナー」に、仕事や健康・医療、法律・経済・時事など、生きることに深い関係

を持つ分野の資料を充実させ、青少年の様々な課題解決を支援します。

○ 県内の公立図書館の所蔵状況を一括して横断検索できる「栃木県図書館総合目録」の一層の

利用促進に努めます。

③ 司書等の研修の充実

○ 県立図書館は国際子ども図書館等の主催する専門的研修等に計画的に参加し、児童サービス

担当職員の資質向上に努めます。

○ 市町立図書館等において、児童部門について専門的に十分対応できる高い資質をもった司書

等を育成するため、児童サービス研修をはじめとした各種研修会を栃木県公共図書館協会と連

携して実施します。
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④ 障害のある子どもの読書活動の推進

○ 大活字本や録音資料、手話や字幕入り映像資料、触る絵本等の収集を図ります。

○ 視覚に障害のある子どもには、とちぎ視聴覚障害者情報センター点字図書館と連携・協力し、

読書活動の支援に努めます。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

児童図書等資料の整 児童図書・研究書・外国語の図書・絵本・大型本な 県立図書館

備・充実（再掲） ど子どもの読書活動に関する様々な資料の整備・充

実を図る。

青少年向けの資料の 青少年向けの資料を積極的に収集し、働くことや心 県立図書館

収集及び「青少年コ を豊かに生きることなど、大人への準備のための資

ーナー」の充実 （再 料を整備・充実する。

掲）

児童サービス担当職 国際子ども図書館等の主催する、専門的研修に計画 県立図書館

員の養成 的に職員を派遣し、児童サービス担当職員の資質の

向上に努める。

図書館等職員研修 ①児童サービス研修 ②図書館・公民館図書室職員 県立図書館

基礎研修 ③図書館情報化基礎研修 ④図書館協力 （栃木県公共図書

ネットワーク研修 ⑤レファレンス研修 館協会）

〈用語解説〉

＊ 一括貸出

公民館や学校などの団体を対象に、中・長期間まとまった冊数を貸し出す方法です。
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第３章 学校等における子どもの読書活動の推進

１ 児童生徒の読書習慣の確立
〔現状と課題〕

児童生徒に読書に親しませ、読書習慣を身に付けさせることは、論理的な思考力やコミュニケー

ション能力、感性や情緒の基盤となる言語力を育成する観点からも大切です。児童生徒が読書習慣

を確立し、自主的・自発的な読書を行うために、小学校・中学校・高等学校のそれぞれの発達の段

階に応じて、働きかけを継続し、読書活動を推進していく必要があります。

栃木県では、すでに、小学校で１００％（全国平均９４．４％）、中学校で９７．６％（全国平

均８４．１％）、高等学校では６１．２％（全国平均３６．９％）の学校が、全校一斉の読書の時

間を設け、読書習慣を身に付けるために「朝の読書」などに取り組んでいます。（平成１９年度「学

校図書館の現状に関する調査」）また、学校図書館を中心として、必読図書の推薦やブックリスト

を作成したり、図書館だよりを発行したりするなど、児童生徒への継続的な働きかけを行っていま

す。

望ましい読書習慣の形成が、児童生徒の人格の形成に大きな役割を担うことから、これまでの学

校ごとの取組を支援するばかりでなく、家庭や地域と連携し、県全体として児童生徒の読書活動を

推進していくことが必要です。また、「朝の読書」運動が一定の成果を収めてきたことから、引き

続き「朝の読書」等の一斉読書運動を推進すると同時に、児童生徒の読書の幅を広げ、読書の質を

向上させるために、継続的・発展的に行う児童生徒への働きかけが必要です。

そのためには、小・中・高校生が各地域において相互に関わる読書活動の場を作るなど、学校間

で連携して行う取組に対して支援をしていくことや、児童生徒が異なる世代と本について語り合う

機会を設けるなど、公立図書館や関係機関との連携を推進していくことが課題となっています。

〔施策の方向〕

① 学校における読書活動の取組に対する支援

○ 児童生徒の読書活動の一層の推進を図るため、読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県

内への普及に努めます。

○ 「朝の読書」等の一斉読書運動を推進します。また、発達の段階に応じた児童生徒の自主的

な読書活動を推進するために、各学校の取組を支援します。

○ 家庭における読書習慣の形成を目指し、親子読書を推進します。

○ 学校図書館を中心とする読書環境を整備するよう、各学校の取組を支援します。

② 学校図書館の機能の充実

○ 児童生徒が望ましい読書習慣を確立し、自主的・自発的な読書活動を推進できるよう、読書

センターとしての機能の充実を図ります。

③ 高校生の読み聞かせボランティア・朗読ボランティアの養成

○ 高校生が地域の幼稚園・保育所・小学校訪問や、特別支援学校との交流活動において、読み

聞かせや朗読を行うための技術が向上するよう支援します。

④ 必読図書・推薦図書等の選定やブックリスト作成の推進

○ 児童生徒を対象とした必読図書や推薦図書の選定及びブックリストの作成を推進します。

⑤ 読書活動の学校間連携や公立図書館・関係機関との連携の推進

○ 児童生徒の読書の幅を広げ、読書の質を高めるために、読書活動についての異世代間交流の

場を設けたり、発展的な読書活動の研究を進めたりするなど、学校間の連携、及び公立図書館

をはじめとする関係機関との連携を推進します。



- 16 -

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

読書活動に関する実 児童生徒の読書習慣の確立を図るため、学校におけ 学校教育課

践事例の収集と普及 る読書指導や図書館活動への取組を支援する。 総合教育センター

・読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県内へ

普及する。

・「朝の読書」等の一斉読書運動を推進する。

学校図書館資料の整 児童生徒の読書経験を豊かにするために、様々な興 施設課

備 味・関心に応えうる学校図書館資料の整備に努め 学校教育課

る。

高校生読書ボランテ 高校生が読み聞かせボランティア・朗読ボランティ 学校教育課

ィアの育成 アとして活動できるよう、技術の向上に向け、支援

する。

必読図書・推薦図書 児童生徒を対象とした必読図書や推薦図書の選定及 学校教育課

等の選定やブックリ びブックリストの作成を推進する。

ストの作成

２ 教科及び教科外における読書活動の充実

〔現状と課題〕

学校は、各教科・道徳・特別活動、総合的な学習の時間など様々な教育活動を通じて、子どもの

読書活動を推進する重要な役割を担っています。そのためにも、豊かな読書環境を提供していくこ

とが必要です。また、国語科を中核とするすべての教科等を通じて、様々な文章や資料を読んだり、

調べたりするなどの多様な読書活動を推進していく必要があります。

各教科等を通じて学校図書館を活用した学習活動を行い、日々の読書指導の充実を図っていくた

めには、司書教諭や学校図書館司書を中心に、すべての教員が連携し、校内の協力体制を構築して

いくことが求められています。

各学校では、国語科などの各教科や、総合的な学習の時間やロングホームルームなどの教科外の

活動においても読書指導が行われています。また、各教科の学習内容や学校行事に関連して、学校

図書館に推薦図書コーナーを設けたり、必読図書や推薦図書を選定したりする取組も見られます。

学習指導要領では、各教科等を通じて児童生徒の思考力・判断力・表現力をはぐくむ観点から、

言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上で必要な児童生徒の言語活動の

充実を図ることとしています。その中でも、読書は、児童生徒の知的活動を増進し、人格形成や情

操を養う上でも重要であることから、学校図書館の計画的な利用とその機能の活用を図ることが示

されています。

そのため、学校図書館については、教育課程の展開に寄与することができる資料センターとして

の機能を発揮しつつ、児童生徒が主体的に学ぶ学習情報センターとしての機能と、豊かな感性や情

操をはぐくむ読書センターとしての機能を併せて発揮することが求められています。

〔施策の方向〕

① 学校における読書活動の取組に対する支援

○ 各教科や総合的な学習の時間、特別活動などにおける学習活動の充実など、各学校の取組を

支援するため、読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県内への普及に努めます。
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② 学校図書館の充実

○ 教科及び教科外における探究活動や調べ学習をはじめとする児童生徒の読書活動の充実に資

するため、学校図書館の学習情報センターとしての機能の充実を図ります。

○ 司書教諭や学校図書館司書が中心となって、校内における教職員の協力体制を構築し、教育

課程の展開に寄与することができる学校図書館の在り方について共通理解を深め、学校図書館

の利用の活性化を図ります。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

読書活動に関する実 読書指導に関する先進的な取組を紹介するとともに、学校教育課

践事例の収集と普及 各教科や特別活動、総合的な学習の時間などにおけ 総合教育センター

（再掲） る調べ学習などを取り入れた学習活動など、読書活

動に関する実践事例を収集する。

学校図書館資料の整 各教科及び特別活動、総合的な学習の時間などの教 学校教育課

備（再掲） 科における多様な教育活動を展開するためにも、学

校図書館資料の整備により、利用しやすい学校図書

館の環境づくりに努める。

県立学校図書館研究 学校図書館の運営の在り方について理解を深め、学 学校教育課

協議会の実施 校図書館が教育課程の展開に寄与できるよう、機能 教職員課

の充実を図るとともに、司書教諭及び学校図書館司

書を中心とした協力体制の推進のため、学校図書館

担当者による研究協議を行う。

３ 教職員の意識の高揚

〔現状と課題〕

子どもの読書活動を推進するために、学校教育への期待は大きく、教職員は重要な役割を担って

います。司書教諭や学校図書館司書ばかりでなく、教職員が、読書活動に関する理解と認識を持ち、

読書の楽しさや喜びを子どもに伝え、本との出会いを作ることが求められています。

現在、各学校においては、教職員が多様な分野の本を推薦したり、本について語る場を設けたり

して、児童生徒への啓発を行っています。豊富な経験をもつ教職員が関わることにより、児童生徒

が狭い範囲での読書にとどまらず、幅広い分野の本と出会えるような工夫がなされています。

読書に関しては、外発的な動機付けばかりでなく、児童生徒に内発的な動機付けをすることが必

要であることから、読書活動を推進するための教職員の一層の意識の高揚が必要となっています。

また、児童生徒の読書の幅を広げることや、読書の質を高めることが課題となっており、そのため

にも、教職員が、読書指導や読書活動についての基本的理解を深め、指導力を高めることが求めら

れています。

〔施策の方向〕

① 読書指導に関する教職員の協力体制の確立と研修の充実

○ 県立学校図書館研究協議会や、学校図書館司書の研修の機会を通して、司書教諭や学校図書

館司書を中心とした校内の協力体制の確立に努めます。

○ 小学校・中学校・高等学校教育研究会の国語部会や図書館部会への情報提供等の支援を通し
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て、読書指導に関する教職員の意識の高揚を図ります。

○ 総合教育センターでは、教職員を対象とした研修等を通して、学校図書館にかかわる教員の

資質向上を図ります。

○ 総合教育センターで行っている土曜開放講座の一環として、小学校・中学校・高等学校・特

別支援学校の教職員の希望者を対象に、読書指導等に関する講座を開催します。

○ 総合教育センターの業務の一環として、各学校や学校図書館部会等からの依頼に応じて、読

書指導等に関する講話を行います。

② 学校における読書活動の取組に対する支援

○ 児童生徒の読書活動への取組を推進していくため、学校図書館の活用や読書活動の促進に関

する方策を、学校関係者に周知し、学校関係者の意識の高揚を図ります。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

読書活動に関する実 児童生徒の読書習慣の確立を図るため、学校におけ 学校教育課

践事例の収集と普及 る読書指導や図書館活動への取組を支援する。 総合教育センター

（再掲） ・読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県内へ

普及する。

・「朝の読書」等の一斉読書運動を推進する。

・教科及び教科外における読書活動の充実を図るた

め、小学校・中学校・高等学校教育研究会図書館

部会と連携し、実践事例を収集し、各学校に普及

する。

学校図書館の情報化 高等学校教育研究会図書館部会や総合教育センター 学校教育課

の推進 と連携し、学校図書館担当の教員や司書教諭、学校

図書館司書を対象とした情報機器の活用法や、学校

図書館の望ましい情報化の在り方について講習会を

開催する。

県立学校図書館研究 学校図書館の運営の在り方について理解を深め、学 学校教育課

協議会の実施（再掲） 校図書館が教育課程の展開に寄与できるよう、機能 教職員課

の充実を図るとともに、司書教諭及び学校図書館司

書を中心とした協力体制の推進のため、学校図書館

担当者による研究協議を行う。

学校図書館研修 学校図書館の在り方について、基礎的な理論と実践 総合教育センター

的な内容・方法を理解することを通して、学校図書

館にかかわる教員の資質向上を図る。

読書指導に関する講 総合教育センターで行っている土曜開放講座の一環 総合教育センター

座の実施 として、小中高特の教職員の希望者を対象に、講師

を招聘して、読書指導等に関する講座を開催する。

カリキュラムセンタ 総合教育センター内にあるカリキュラムセンターの 総合教育センター

ー業務 業務の一環として、各学校や学校図書館部会等から

の依頼に応じて、読書指導等に関する講話を行う。
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４ 障害のある子どもの読書活動の支援

〔現状と課題〕

障害のある子どもが豊かな読書活動を体験できるよう、障害の状態に応じた読書活動の支援が必

要です。

現在、各学校においては、各教科や特別活動等を通じ、子どもの読書活動を支援しています。今

後ますます地域との連携や、交流活動等を通して、幅広い読書活動の機会を提供することが求めら

れています。

障害の状態に応じた読書環境の整備や、図書情報の充実が課題となっています。

〔施策の方向〕

① 障害の状態に応じた読書活動の整備

○ 読書活動を通した交流活動時に、視聴覚機器の使用や、読み聞かせボランティアや点字ボラ

ンティアの活用により、読書環境の整備を図ります。

○ ＊視覚障害教育情報ネットワーク(独立行政法人国立特別支援教育総合研究所)の活用などに

より、点字図書や全国の点字図書館などの点字データの相互利用を推進します。

② 特別支援学校における読書活動の推進

○ 障害のある子どもが豊かな読書活動を体験できるよう、障害の状態に応じた選書や、読書環

境の整備、視聴覚機器の活用等の優れた実践の紹介などにより、読書活動の推進を図ります。

○ 地域との連携、ボランティアの活用などを通じ、児童生徒による図書委員会の活動など、自

主的な読書活動の活性化を図ります。

○ 読書週間や読書の時間の設定、読書感想文コンクールへの参加などを通し、本にふれる機会

を増やし、読書活動の促進に取り組みます。

③ 特別支援学校図書館の地域との連携

○ 地域の障害者のための図書館として、各特別支援学校図書館の整備と開放を進めます。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

読書活動に関する実 児童生徒の読書習慣の確立を図るため、学校にお 学校教育課

践事例の収集と普及 ける読書指導や図書館活動への取組を支援する。 総合教育センター

（再掲） ・読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県内

へ普及する。

特別支援教育の充実 読書活動を通して、児童生徒一人一人の個性を生 特別支援教育室

かし、豊かな人間性の育成を図る。

特別支援学校センタ 特別支援学校がセンター的機能を発揮し、障害の 特別支援教育室

ー化推進事業 状況や発達段階に応じた図書の情報提供や貸し出

しを行うなど、地域支援の充実を図る。

交流教育の推進 読み聞かせや朗読、読書会など本を中心とした交 特別支援教育室

流活動を設け、特別支援学校の児童生徒と小・中

・高校及び地域の人々との多様な交流を推進する。
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〈用語解説〉

＊ 視覚障害教育情報ネットワーク

従来の盲学校点字情報ネットワークが名称を変更したもの。全国の多くの盲学校とネット

ワークでつながっています。本県の盲学校も加入しています。

５ 幼稚園・保育所における読書活動の推進

〔現状と課題〕

幼稚園や保育所では、乳幼児に対して、絵本等の読み聞かせや＊パネルシアターなどの「おはな

し」を通して、読書への親近感を育てるとともに、子どもの創造力や興味を養い、言葉を豊かにす

るなど、発達の段階に応じた心身の成長を促すよう努めています。

さらに、今後は、幼稚園・保育所の教員・保育士が、乳幼児期における絵本等との関わり、読み

聞かせ等の重要性を理解し、子どもが絵本等により読書に興味・関心を持てるよう研修を重ねるこ

とが望まれます。

〔施策の方向〕

① 保育内容の充実

○ 市町村保育行政等事務担当者会議や民間保育園長会議、幼稚園教職員の研修会等において、

保育計画や指導計画の中に、子どもが本に親しむことの大切さやその機会を多く提供すること

を取り入れるよう促します。

② 研修の充実

○ 保育所保育士研修において、乳幼児が本に親しむことの大切さについて十分な理解を求める

とともに、発達の段階に応じた絵本の選定や読み聞かせの実技など、乳幼児の読書活動に関す

る内容の充実を図ります。

○ 新規採用幼稚園教諭研修において、読書の重要性等の理解の促進を図るとともに、読み聞か

せなどの手法習得などにより、指導力の向上を図ります。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

社会福祉従事者研修 福祉施設に従事する職員に対して、保育所保育士 保健福祉課

研修など、職種・職階に応じて必要な研修を行う。 こども政策課（県

社会福祉協議会）

新規採用幼稚園教諭 公立・私立幼稚園の新規採用教員を対象に、年間 文書学事課

研修 ９日間の園外研修を行い、教員資質の向上を図る。 総合教育センター

〈用語解説〉

＊ パネルシアター

観客の正面に、大きなパネルを置き、絵人形をパネルの上にくっつけたり、はずしたり

しながら、物語の内容にそった場面を構成し演じる、動く紙芝居のようなものです。
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６ 学校図書館等の整備・充実

〔現状と課題〕

学校図書館は、「読書センター」としての機能と「学習情報センター」としての機能を併せ持っ

ています。

学校の中で文化的な香りの高い空間づくりを目指し、図書の配架を工夫したり、読書や調べ学習

のためのスペースを作ったりして、環境の整備に努めています。

児童生徒の課題解決的な学習、探究的な学習などが行われる中で、教育課程の展開に寄与できる

よう、学校図書館の果たす役割は今まで以上に重要で、その機能を十分に発揮できるような、工夫

が求められています。そのためにも、図書資料のデータベース化を促進するとともに、コンピュー

タを利用した調べ学習や、マルチメディアを活用した学習ができるような環境を整えていくことが

課題となっています。

県立学校においては、学校図書館の学習情報センター化を推進するため、既に学校に整備された

情報ネットワークを活用し、図書資料のデータベース化に努めています。さらに、＊県立図書館書

誌データダウンロードシステムの導入に伴い、学校図書館が有する情報の適切な管理も必要になっ

ています。

また、公立小・中学校における学校図書館図書標準について、１００％以上達成している学校が、

小学校で６３．６％（全国平均４２．０％）、中学校で５４．２％（全国平均３６．８％）であり、

（平成１９年度「学校図書館の現状に関する調査」：平成１８年度末の図書標準達成学校数の割合）、

特別支援学校の小学部・中学部を含め、公立小・中学校においては、今後、図書資料のなお一層の

充実を図っていく必要があります。

学校図書館の運営にあたっては、校長のリーダーシップの下、学校図書館に関わる教職員が連携

・協力し、その機能の充実を図っていくことが必要です。各学校においては、学校図書館を中心と

して、図書委員会による活動や、教職員や児童生徒自らが推薦する本の紹介、必読図書選定、読書

会の開催など様々な活動を行っています。学校図書館法の改正により、１２学級以上のすべての学

校に、司書教諭を置くこととなりましたが、今後さらに、各学校の取組を充実させるため、学校図

書館司書（学校図書館担当事務職員）と司書教諭の適切な配置と一層の資質向上が課題となってい

ます。

さらに、学校図書館の機能を十分に生かすためには、他校の図書館や公立図書館などとのネット

ワーク化を図っていくことも求められています。

また、幼稚園や保育所においても、子どもが絵本等に親しむ機会を確保するための環境づくりが

肝要です。

〔施策の方向〕

① 学校図書館の環境整備の促進と多様な読書活動の推進

○ 学校図書館の施設や環境についての先進的な事例を紹介します。また、各学校において多様

な読書活動の推進が図られるよう、実践事例の収集と普及に努め、読書指導や図書館活動への

取組を支援します。

② 学習情報センターとしての学校図書館の充実

○ 学校図書館が、学習情報センターとして円滑に機能するよう、県立学校においては、情報ネ

ットワークの適切な運用に努め、引き続き図書資料のデータベース化を図ります。

○ 児童生徒の課題解決的な学習、探究的な学習を推進するため、図書の配架の工夫や、適切な

資料選択の方法、環境の整備などについて、情報交換や協議を行う機会を設けます。

③ 学校図書館における情報や図書資料の適切な管理の推進

○ 県立学校間情報ネットワークの整備や県立図書館書誌データダウンロードシステムの円滑な

運用など、学校図書館の情報化について理解を推進します。
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④ 学校図書館の開放

○ 県立学校について、休業日においても、地域のボランティア等の協力を得ながら、適切に学

校図書館の開放が進むよう、研究を推進します。

⑤ 学校図書館の図書等の整備

○ 公立義務教育諸学校の学校図書館の図書の購入に要する経費の地方財源措置により、各市町

教育委員会に対して、「学校図書館図書標準」の水準まで図書を整備するよう促します。また、

私立学校についても、図書資料の整備を促します。

⑥ 司書教諭と学校図書館司書の適切な配置と資質の向上

○ 司書教諭を学校図書館に適切に配置するために、引き続き司書教諭養成講習への教職員の派

遣を実施し、司書教諭の有資格者の育成に努めます。また、県立学校においては、学校図書館

司書の適切な配置に努めます。

○ １２学級以上のすべての学校に司書教諭を配置するとともに、１１学級以下の学校にも配置

を促します。

○ 市町立学校や私立学校の学校図書館司書の配置を促します。

○ 司書教諭が学校図書館の運営に十分な役割を果たすことができるよう、司書教諭の役割等に

ついて理解を図ります。職員の協力体制の確立や校務分掌上の配慮などの工夫を促します。

○ 司書教諭と学校図書館司書の資質向上を目指し、研修会を実施します。小学校・中学校・高

等学校教育研究会図書館部会や総合教育センターとの連携を強化し、学校図書館の学習情報セ

ンター化に即応した、レファレンスや情報活用能力の育成のための研修を充実させます。

⑦ 幼稚園や保育所における図書スペースの確保と図書の整備

○ 絵本コーナー等の設置や保育室のレイアウトの工夫など、子どもが絵本等に身近に安心して

触れることのできる環境づくりを促します。

○ 保護者、ボランティア等と連携・協力するなど、発達段階に応じた図書の整備を図るよう促

します。

⑧ 公立図書館との連携

○ 学校への図書資料の貸し出しを引き続き推進するとともに、公立図書館と学校図書館の連携

の在り方に関する研究を推進します。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

読書活動に関する実 児童生徒の読書習慣の確立を図るため、学校におけ 学校教育課

践事例の収集と普及 る読書指導や図書館活動への取組を支援する。 総合教育センター

（再掲） ・読書指導に関する先進的な取組を紹介し、県内へ

普及する。

・「朝の読書」等の一斉読書運動を推進する。

県立学校間情報ネッ 県立学校間情報ネットワークの円滑な運用により、 学校教育課

トワークの円滑な運 学校図書館の情報化を推進する。 施設課

用の促進

＊県立学校図書館蔵 県立学校における県立学校蔵書管理システムの円滑 学校教育課

書管理検索システム な運用を促進する。 施設課

の円滑な運用の促進
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施策・事業名 概 要 担当部署

県立図書館書誌デー 県立学校における学校図書館の情報化の推進を目指 学校教育課

タダウンロードシス し、県立図書館書誌データダウンロードシステムの 県立図書館

テムの円滑な運用 円滑な運用を促進する。

学校図書館の情報化 総合教育センターや高教研図書館部会等と連携し、 学校教育課

の推進（再掲） 学校図書館担当の教員や司書教諭、学校図書館司書

を対象とした情報機器の講習や、実務の講習を通し

て、学校図書館における情報や図書資料の適切な管

理を推進する。

学校図書館における 課題解決的な学習や探究的な学習等が適切に行われ 学校教育課

学習情報センター機 るよう、図書資料の整備や充実に努める。また、情 施設課

能の充実 報ネットワークやコンピュータ等を利用した調べ学

習やマルチメディアを使った学習ができる環境の活

用推進を図る。

司書教諭講習への計 宇都宮大学で実施される司書教諭講習へ、教員を計 教職員課

画的な教員派遣 画的に派遣し、有資格者の育成・確保を図る。 学校教育課

学校図書館司書新任 学校図書館司書新任者を対象に学校図書館を運営し 教職員課

者研修 ていく上での実務等について、研修を実施し、資質

の向上を図る。

学校図書館研修（再 学校図書館の在り方について、基礎的な理論と実践 総合教育センター

掲） 的な内容・方法を理解することを通して、学校図書

館にかかわる教員の資質向上を図る。

県立学校図書館研究 学校図書館の運営の在り方について理解を深め、学 学校教育課

協議会（再掲） 校図書館が教育課程の展開に寄与できるよう、機能 教職員課

の充実を図るとともに、司書教諭及び学校図書館司

書を中心とした協力体制の推進のため、学校図書館

担当者による研究協議を行う。

〈用語解説〉

＊ 県立図書館書誌データダウンロードシステム

県立図書館の書誌データを県立学校が活用することにより、学校図書館の図書資料のデー

タベース化の促進を図り、県立学校図書館蔵書管理検索システムの円滑な運用に効力を発揮

しています。

＊ 県立学校図書館蔵書管理検索システム

県立学校では、＊校内ＬＡＮの整備に伴い、学校図書館の蔵書管理及び検索システムとし

てＣＡＳＡを導入し、円滑な蔵書管理及び検索、学校間の連携等が可能となっています。

＊ 校内ＬＡＮ

学校内で様々な情報を収集できるよう、学校図書館、コンピュータ教室、普通教室、特別

教室を校内情報通信網で接続しています。
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第４章 子どもの読書活動推進体制の整備

１ 本県における推進体制の整備
〔現状と課題〕

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、家庭、地域、学校を通じた社会全体での取組が

必要であり、子どもの読書活動に携わる学校、図書館などの関係機関、民間団体、事業者等が緊密

に連携し、相互に協力を図りながら、取組を推進していくための総合的な推進体制を引き続き整備

することが求められています。

また、県・市町それぞれの役割に応じ、相互の連携・協力体制を強化し、各種情報の交換等を促

進していくことが肝要です。

特に、市町は、身近な地方公共団体として、その役割は重要であり、それぞれの地域の状況に応

じて子どもの読書活動の推進に係る様々な事業を実施しています。市町において、さらに子どもの

読書活動推進体制を整備するためには、市町相互の連携・協力体制の充実・強化を図るとともに、

市町と学校の連携が期待されます。

さらに、県民に対して、常時子どもの読書活動に関する県内の情報はもとより全国の情報も含め

収集、提供するとともに、相談に応じる体制の整備・充実が必要とされています。

〔施策の方向〕

① 総合的な連携・協力体制の整備

○ 子どもの読書活動の推進に向け、県、市町、学校、図書館、民間団体等との具体的な連携・

協力を図るため、「栃木県子どもの読書活動推進協議会」を引き続き設置します。

○ 県の推進計画の進捗状況について、進行管理を行うとともに、各年度ごとの子どもの読書活

動の推進状況を調査します。

② 県と市町間及び市町間相互の連携・協力体制の整備

○ 県立図書館は、栃木県公共図書館協会と連携して、県立図書館と市町立図書館等との役割分

担の明確化や連携・協力体制の強化に努めるとともに、市町立図書館等相互の連携・協力体制

の充実・強化を目指して、必要な指導、助言、並びに連絡調整等を行います。

○ 市町の「子ども読書活動推進計画」の策定を促すとともに、市町や学校における推進体制の

整備や具体的な事業、啓発・広報等についての情報交換や協議を行うため、市町の子どもの読

書推進担当者及び各学校の学校図書館担当者の連絡会議を開催します。

③ 各種情報の収集、提供、相談

○ 県立図書館は、子どもの読書活動に関する総合的な案内窓口として、資料及び情報を収集、

整理、保存及び提供するとともに、県民からの相談に応える体制を整えます。

○ 様々な子どもの読書活動に関する情報への窓口となる「子ども読書活動推進ホームページ」

を開設します。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

「栃木県子どもの読 子どもの読書活動に関係する機関、団体の情報交換、 生涯学習課

書活動推進協議会」 具体的な連携・協力方策について協議し、県内の総

の設置 合的な読書活動の推進を図る。

市町・学校等子ども 市町や学校における推進体制の整備や具体的な事業、 生涯学習課

の読書推進担当者会 啓発・広報等についての情報交換や協議を行う。

議
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施策・事業名 概 要 担当部署

子どもの読書活動推 県立図書館と市町立図書館間等の連携・協力体制に 県立図書館

進センター機能の充 関する連絡調整等を行うとともに、県民への総合的

実 な案内窓口としての役割を担う。

子ども読書活動推進 子どもの読書推進のために開設したポータルサイト 生涯学習課

ホームページの活用 を活用し、利用の促進を図る。 県立図書館

・利用促進

２ 図書館間等の連携・協力の推進

〔現状と課題〕

子どもの読書活動を一層推進していくためには、県立図書館や市町立図書館、学校図書館、大学

図書館、さらに関係機関とが相互に連携・協力していくことが大切です。

「栃木県図書館総合目録」の運用開始と、県立図書館協力車の巡回回数増加により、県内市町立

図書館及び公民館図書室の資料の相互貸借点数が増加しています。子どもが本と出会う機会を増や

すため、「栃木県図書館総合目録」の一層の利用促進を図るとともに、様々な資料要求等に応える

ために、多様な連携・協力を推進していくことが引き続き課題となっています。

〔施策の方向〕

① 図書館間等の連携・協力

○ 県立図書館・市町立図書館・公民館図書室間における、資料の相互貸借、レファレンスサー

ビスにおける相互協力により、児童資料の選択機会の拡充に努めます。

○ 県立図書館・市町立図書館と大学図書館等＊類縁機関間における相互貸借により、資料の利

用を図ります。

○ 県立図書館は、国立国会図書館の支部図書館として設置されている「国際子ども図書館」や

県内外の関係する類縁機関とも連携し、情報提供の向上に努めます。

○ 県立図書館は、市町立図書館・学校図書館と「国際子ども図書館」との連携・協力の推進を

促します。

○ 県立図書館は、市町立図書館等が学校、幼稚園・保育所、保健所・保健センター等関係機関

と連携・協力して行う、子どもの読書活動を推進するための取組に対し、必要な情報の提供に

努めます。

○ 「栃木県図書館総合目録」等を活用した学校等への資料利用の促進を図るとともに、資料貸

出の有効的な手段等を検討します。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

市町立図書館・公民 県立図書館協力車（連絡車）による市町立図書館・ 県立図書館

館図書室との相互協 公民館図書室との資料相互貸借等の利用の促進を図

力 る。

大学図書館等類縁機 大学図書館等類縁機関との図書館資料相互貸借の一 県立図書館

関との相互協力 層の利用の促進を図る。
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施策・事業名 概 要 担当部署

「国際子ども図書館」 「国際子ども図書館」が運用している児童書と児童 県立図書館

等類縁機関との連携 関連図書のデータベース「児童書総合目録」等を効

・協力 果的に利用しサービスの向上に努める。

「栃木県図書館総合 「栃木県図書館総合目録」等を活用した学校等への 学校教育課

目録」等を活用した 資料利用の促進を図るとともに、貸借手段について 生涯学習課

貸借支援の充実 の検討をします。 県立図書館

〈用語解説〉

＊ 類縁機関

図書館と類似した、記録・情報の保存・伝達に関連のある施設・機関のことです。具体的

には公民館図書室、学校図書館、大学図書館、議会図書室、博物館資料室、試験・研究機関

の資料室などです。

３ 読書ボランティア等民間団体等間の連携・協力の促進

〔現状と課題〕

県内では、ボランティアとして読み聞かせ等を行っている民間団体等が数多く活動しています。

これら民間団体等が主体性を持ちつつ、相互に連携・協力を図ることは、それぞれの団体の活動内

容を充実させるとともに、ひいては子どもの読書活動の一層の推進に資することとなります。

民間団体間の連携・協力の促進を図るため、引き続き民間団体による自主的な読書ボランティア

等ネットワークの充実・強化を図ることが肝要です。

〔施策の方向〕

① 読書ボランティア等ネットワークの充実・強化

○ 県立図書館は、読書ボランティア等ネットワークの窓口として、密接に情報交換・収集・発

信を行い、民間団体間の連携・協力の促進を図ります。

○ 読書ボランティア等ネットワークを活用した交流会、研修会、講座等の開催を促進するため

に、「子どもゆめ基金助成金」の活用を奨励します。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

子ども読書活動推進 読書ボランティア等ネットワークの窓口として、密 県立図書館

センター機能の充実 接に情報交換・収集・発信を行う。
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第５章 啓発・普及・広報活動の推進

１ 「子ども読書の日」を中心とした啓発・普及・広報活動
〔現状と課題〕

家庭、地域、学校における子どもの読書活動を推進するためには、その意義や重要性について、

様々な機会を利用して理解の促進を図ることが必要です。

「子ども読書の日」（４月２３日）は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」において、広

く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意

欲を高めるため定められ、地方公共団体は、その趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけれ

ばならないこととされています。

平成２０年度には、栃木県内の県立及び市町立図書館、公民館、学校など計３１ヶ所で約４０に

及ぶ事業が実施されました。（栃木県教育委員会調査）また、民間団体等も独自に事業を行ってい

ます。

子どもは読書する大人の姿に触発されるなどして読書意欲を高めます。子どもを取り巻く大人、

特に保護者、教員、保育士等が読書活動に理解と関心を持つとともに、自ら読書に取り組むことが、

自主的な読書態度や読書習慣を子どもが身に付ける上で重要であり、そのためには、今後「＊子ど

もの読書週間」や「読書週間」などの機会に、より一層子どもの読書活動の推進に向けた社会的気

運が高まるよう、啓発広報活動を引き続き実施することが課題となっています。

〔施策の方向〕

① 全県的な啓発広報の実施

○ 市町、学校、図書館、子どもの読書活動の推進に取り組む民間団体等と広く連携を図りなが

ら、ポスター、リーフレット等の配布等を行い、「子ども読書の日」の周知を図ります。

○ 図書館、公民館等のそれぞれの関係施設においても、子どもの自主的な読書活動を推進する

事業を実施するよう努めます。

○ 市町においても、子どもの自主的な読書活動を推進する事業が活発に実施されるよう促しま

す。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

「子ども読書の日」 子どもたちが興味を持ちそうなテーマの本や、勧め 県立図書館

にちなんだ展示 たい本などを展示紹介する。

〈用語解説〉

＊ 子どもの読書週間

社団法人読書推進運動協議会が主催し、４月２３日～５月１２日を期間として、子どもの

読書活動を推進するために設けられています。

２ 各種情報の収集・提供

〔現状と課題〕

図書館の窓口等では、子どもの読書活動に関する情報提供に努めています。

多くの人々が、子どもの読書活動の実態や、国、県、市町村や学校、図書館、民間団体等におけ

る様々な事業や取組などに関する情報に容易に接し、活用することができるようにすることは、子
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どもの読書活動に対して広く県民の興味や関心を引き出すとともに、子どもの読書活動に携わる人

たちに対しては、その意欲をより高め、活動の活性化へと導くこととなります。

県立図書館では、「子どもの読書活動支援情報」ホームページを開設し、県内公立図書館等での

子どもの読書活動に関する取組についての情報や関連資料を提供しています。また、教育放送番組

等を活用し、読書の重要性や大切さを伝え、県内での子どもの読書活動推進の取組事例を紹介して

きました。引き続き、各種情報の収集と提供に努めることが必要です。

〔施策の方向〕

① 広範な情報の収集

○ 「栃木県子どもの読書活動推進協議会」において、子どもの読書活動に係る情報を幅広く収

集するしくみを検討します。

○ インターネット上の文部科学省や関係機関・団体等のホームページと県の「子ども読書活動

推進ホームページ」をリンクさせて情報の収集を図ります。

○ 総合教育センターが行う「生活状況調査」などを通して、子どもの読書活動の実態を把握し

ます。

○ 総合教育センターにおいて、学校や地域で行われている読書活動の効果的な実践事例を調査

研究します。

② 各種媒体による情報の提供

○ 「子ども読書活動推進ホームページ」により、子どもの読書活動の実態や、国、県、市町村

や学校、図書館、民間団体等における様々な事業や取組、優良図書などの各種情報を提供しま

す。

○ 県立図書館は、子どもの読書活動に関する総合的な案内窓口として、各種情報の提供に努め

ます。

○ 県が企画し、制作・放送を行っている教育放送番組等において、「読書」をテーマとした番

組を放送し、読書の重要性や効用についてＰＲに努めます。

○ 県で発行している各種広報紙において、子どもの読書の意義や重要性の周知、読書活動推進

の優れた実践事例の紹介等に努めます。

○ 総合教育センターは、県内の各学校から収集した読書指導や学校図書館活動に関する事例の

情報を、ホームページから発信するとともに学校図書館研修等で提供します。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

子ども読書活動推進 全国の情報をはじめ、子どもの読書活動の実態や国、 県立図書館

ホームページの活用 県、市町村、学校、図書館、民間団体等における 生涯学習課

様々な取組などに関する情報を提供する。

教育放送番組等の番 読書活動が顕著な学校や地域を取り上げて、読書の 総務課

組制作・放送 効用を訴え、読書活動のモデルとして参考になる事

例を紹介する。

テレビ等での周知 「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動や県立図 総務課

書館主催の「子どもの本のつどい」の案内等、読書

の啓発、機会提供を行う。
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施策・事業名 概 要 担当部署

総合教育センターの 県内の各学校から収集した読書指導や学校図書館活 総合教育センター

ホームページ「とち 動に関する事例の情報を、総合教育センターのホー

ぎ学びの杜」におけ ムページ「とちぎ学びの杜」から発信する。

る、教育情報の発信

学校図書館研修等に 総合教育センターで行う学校図書館研修等で、県内 総合教育センター

おける、教育情報の の各学校から収集した読書指導や学校図書館活動に

提供 関する事例の情報を提供する。

３ 優れた取組の奨励・優良図書の紹介
〔現状と課題〕

子どもの読書活動の推進に関して、これまで優れた取組等を行っている学校、図書館、民間団体

等を表彰したり、優良図書の推奨・普及を図ってきています。

表彰することは、関係者の取組の意欲をさらに高め、活動内容の充実を図るとともに、広く県民

の間に子どもの読書活動についての関心と理解を深めるもので、意義あることです。今後も、これ

らの取組はもとより、広く優れた取組事例を紹介し、奨励していくことが必要です。

また、青少年が、人間形成を図る上で、より多くの優良な図書に接することは、大変有意義です。

青少年の読書活動を促進するため、数多くの優良な図書を選定、推奨することが望まれ、「どんな

本を読んでいいかわからない」という児童生徒にも有効です。

〔施策の方向〕

① 優れた取組の奨励

○ 子どもの読書活動を推進するため、＊国、県等の表彰制度により、子どもが読書に興味を持

つような活動、関係者の資質向上のための活動、関係する機関や団体間の連携等において特色

ある優れた実践を行っている学校、図書館、民間団体及び個人を表彰し、その取組の奨励を図

ります。

○ 国、県等の表彰制度により表彰された優秀実践学校・図書館・団体（者）等の取組を、広く

県民に紹介することにより、その取組の普及・拡大を図ります。

○ 総合教育センターにおいて、幼児教育の関係者、学校の児童・生徒、及び教職員や保護者、

読書ボランティア等から、読書活動によって人と人との心のつながりが生まれた体験談を募集

し、体験談集として各学校、図書館等へ紹介することなどにより、読書活動の奨励を図ります。

② 優良図書の推奨・普及

○ ＊優良推奨図書審査会・＊青少年健全育成審議会を開催し、青少年の読書活動を促進するため

の優良図書を対象学齢別（小学校低学年、小学校中学年、小学校高学年、中学生、高校生・勤

労青少年向けの５つの区分）に、推奨します。

○ 優良図書審査会及び青少年健全育成審議会で、選定及び審査、審議に使用した図書は、民間

団体等において有効活用を図ります。

○ 優良推奨図書の目録を作成し、各学校、図書館、書店等への周知を図ります。
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〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

優れた取組に対する 国、県等の表彰制度により、優れた実践を行ってい 学校教育課

表彰 る学校、図書館、民間団体及び個人を表彰し、その 生涯学習課

取組の奨励・普及・拡大を図る。

青少年にとって優良 青少年の健全育成を図るため、青少年にとって優良 青少年男女共同

な図書の推奨事業 な図書を優良図書審査会で選定の後、青少年健全育 参画課

成審議会の意見を聞いて、推奨する。図書目録を作

成し、各学校、図書館、書店等へ配布する。

〈用語解説〉

＊ 国、県等の表彰制度

国の表彰制度には、「読書活動優秀実践校表彰」「子どもの読書活動優秀実践図書館表彰」

「子どもの読書活動優秀実践団体（者）表彰」の３種があります。また、県の表彰制度には、

「教育功労者、優良学校及び優良団体表彰」があります。

＊ 優良図書推奨審査会

青少年の健全育成に資するため、推奨図書を選定及び審査を行います。

＊ 青少年健全育成審議会

栃木県青少年健全育成条例に基づく興行、図書等の推奨、指定について調査審議する機関

です。

４ 総合的な啓発活動の推進

(1) 「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動による啓発

〔目的〕

子どもの読書離れには、大人の生活スタイルの変化が影響している面も少なからず見られます。

子どもの主な生活空間である家庭、地域、学校において、子どもが日常的に本に接することができ

るような環境を整備するとともに、大人に指示されるのではなく、子どもが主体的に読書する習慣

を身に付けていけるように、大人自らが本に親しむことも大切なことです。

「栃木の子どもをみんなで育てよう」運動は、家庭、地域、学校が一丸となって、豊かな心をも

つたくましい栃木の子どもを育てるために、平成１１年度より展開している大人を対象とした運動

です。また、平成１５年度からは、青少年の健全育成を図るための＊「とちぎ心のルネッサンス」

運動の中核としても進められています。子どもたちの豊かな心や創造力をはぐくむことを期待して、

運動の３つの実践指標の１つとして「『本の時間』をつくろう。」を明示し、各家庭や地域で子ど

もとともに本に親しむことの大切さを訴えています。

〔施策の方向〕

① 地域フォーラム等を通じた呼びかけ

○ 各市町の健全育成運動等との連携により実施している「栃木の子どもをみんなで育てよう」

運動地域フォーラムは、これまでに県内すべての市町で実施してきましたが、今後も、このよ

うな地域における運動の機会をとらえ、啓発に努めていきます。また、総合教育センターの「学

びの杜の夏休み」や子ども総合科学館「青少年をとりまく社会環境展」などの場を活用しなが

ら、子どもの読書活動に深く関わる大人への啓発活動に力を注いでいきます。
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② ポスター、リーフレット等を活用した啓発活動

○ ポスター、リーフレットを国公私立の幼稚園・保育所から高等学校までの各学校等に配布し

啓発に努めるとともに、各学校等を通して各家庭や地域における運動の実践を働きかけます。

○ とちぎ青少年こども財団に協賛する事業所や民間団体へのポスター、リーフレットの配布を

通して運動の定着に努めます。

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

「栃木の子どもをみ 「『本の時間』をつくろう。」を運動推進の実践指 生涯学習課

んなで育てよう」運 標の一つとして、ポスター、リーフレットの配布を

動 通した大人への啓発活動を行う。

〈用語解説〉

＊ 「とちぎ心のルネッサンス」運動

活力と美しさに満ちた２１世紀の“とちぎ”創りを目指し、心豊かでたくましい青少年を

地域全体で育むために、すべての県民が心を一つにして取り組む県民運動です。

(2) 栃木県読書推進運動協議会との連携による啓発

〔目的〕

栃木県読書推進運動協議会は、図書館及び読書に関係ある諸団体が連携して、総合的に読書の普

及を図り、栃木県の読書運動を推進することを目的として次のような事業を行っています。

１ 読書推進運動に必要な研究会、講演会などの開催

２ 読書週間行事の開催

３ 読書推進運動のための印刷物の配布

４ 図書館設置普及運動

５ その他読書推進運動に関する事業

栃木県読書推進運動協議会と連携して各種事業を進め、広く子どもの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに、子どもの積極的な読書意欲を高めます。

〔施策の方向〕

① 栃木県読書推進運動協議会との連携事業の実施

１ 優良読書グループの全国表彰への推薦

２ 読書グループ団体の表彰・調査・育成

３ 子どもの読書週間ポスター等広報資料の配布

４ 「読書グループ大会」等の共催（合同読書会・講演会・表彰式）

〔関連施策・事業等の一覧〕

施策・事業名 概 要 担当部署

栃木県読書推進運動 県立図書館と栃木県読書推進運動協議会とが連携 県立図書館

協議会との連携事業 して、総合的な啓発活動を行う。
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